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(57)【要約】
【課題】従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表
示素子の駆動方法では、画素書き込み期間が終了した後
の保持期間においても、対向電極及びデータ信号線には
任意の階調を表示する為の電圧が印加されたままとなっ
ている。このような常に電圧が印加された状態では電流
リークが発生し、液晶表示素子の消費電力の悪化を引き
起こす。
【解決手段】液晶表示素子の全画素に１画面分のデータ
信号が書き込まれた後に、対向電極及びデータ信号線の
電位が等しくなるように電位を変化させる駆動方法とす
る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のマトリクス状に配置される画素電極によってなる表示領域を有する第一電極基板
と、該第一電極基板に対向する透明導電膜からなる対向電極を有する第二電極基板とを備
え、前記第一電極基板と前記第二電極基板の間に液晶を封入して形成される液晶表示素子
の駆動方法において、全画素電極にデータ信号の電圧値が一画面分書き込まれた後に、対
向電極及びデータ信号線の電位が等しくなるように電位を変化させる事を特徴とする液晶
表示素子の駆動方法。
【請求項２】
対向電極及びデータ信号線の電位が等しくなるようにデータ信号線の電位のみを変化させ
る事を特徴とする請求項１記載の液晶表示素子の駆動方法。
【請求項３】
　対向電極及びデータ信号線の電位が振幅の最小電位と等しくなる事を特徴とする請求項
１又は２記載の液晶表示素子の駆動方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示素子の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
図１は従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示素子の一画素分の等価回路を示し
た図である。各画素は任意の階調データを与えるデータ信号線２と、行方向の選択線であ
るゲート電極線１の交点にスイッチング素子１０を有する。スイッチング素子１０のドレ
イン電極９には対向電極４と画素電極６間に液晶５を挟み込んだ液晶層と蓄積容量７がそ
れぞれ負荷として接続されている。８はデータ信号電極である。
【０００３】
　前記ゲート電極線１にオン電圧が印加されるとゲート電極３が導通し、データ信号線２
とドレイン電極９が同電位となり、データ信号線２に印加されている電圧が蓄積容量７と
液晶５に加わり駆動される。この状態でゲート電極３にオフ電圧を印加するとゲート電極
３は遮断される。その後、蓄積容量７に蓄積された電荷によって液晶５は駆動状態が保持
され、次回のゲート電極導通までデータ信号線２の電位の影響を受けない。
【０００４】
　図２は従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示素子における、対向電極及びデ
ータ信号電極に印加される電圧波形を時系列で示した図である。ここで対向電極電圧は基
準電位Vcomとして不変である。液晶層に印加される電圧は画素電極６と対向電極４の電位
差であるので、任意の階調に相当するデータ信号電圧を画素電極６に印加する必要がある
。
【０００５】
　一般的に液晶５は内部に含まれるイオンや不純物の析出、焼き付き等を防ぐ為に交流で
駆動させられる。図２の場合では対向電極４の電位は不変である為、データ信号の電位を
１画面毎に正負方向に反転して交流駆動を行う。
【０００６】
　図２において、一画面表示期間の内、画素電極４にデータ信号が書き込まれるのは前半
の僅かな期間となっており、画素書き込み期間の後は液晶５が定常状態になり任意の階調
での表示が行われる保持期間となる。次の一画面表示期間ではデータ信号の極性が反転し
、同様に表示処理が行われる。
【０００７】
　図３はデータ信号だけでなく対向電極の電位を正負方向に反転させた場合の電圧波形で
ある。図２と同様の電位差で液晶５を駆動でき、データ信号の振幅を半減させる事ができ
る。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示素子の駆動方法では、画素書き込み期
間が終了した後の保持期間においても、対向電極４及びデータ信号線２には任意の階調を
表示する為の電圧が印加されたままとなっている。
【０００９】
　スイッチング素子１０及び液晶５には微小ながら電流リークが存在する為、前記のよう
な常に電圧が印加された状態では電流リークの影響が無視できない。特に電流リークは液
晶表示素子の消費電力の悪化を引き起こす。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　複数のマトリクス状に配置される画素電極によってなる表示領域を有する第一電極基板
と、該第一電極基板に対向する透明導電膜からなる対向電極を有する第二電極基板とを備
え、前記第一電極基板と前記第二電極基板の間に液晶を封入して形成される液晶表示素子
において、全画素にデータ信号の電圧値が一画面分書き込まれた後に、対向電極及びデー
タ信号線の電位が等しくなるように電位を変化させる液晶表示素子の駆動方法とする。
【００１１】
　対向電極及びデータ信号線の電位が等しくなるようにデータ信号線の電位のみを変化さ
せる駆動方法とする。
【００１２】
　対向電極及びデータ信号線の電位を振幅の最小電位と等しくする駆動方法とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の液晶表示素子の駆動方法では、画素書き込み期間が終了した後の保持期間にお
いて、対向電極及びデータ信号線の電位を等しくすることにより、スイッチング素子に掛
かる電位差がゼロとなる。結果として、スイッチング素子の各電極間でのリーク電流の発
生が抑止される他、液晶層へのリークも減少する。その結果、液晶表示素子の消費電力が
改善される。
【００１４】
　本発明が適用可能な液晶表示素子は画素電極にスイッチング素子を有するアクティブマ
トリクス駆動方式であれば良く、反射型、透過型、フィールドシーケンシャル色表示方式
、カラーフィルター色表示といったどのような形式でも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示素子の一画素分の等価回路を示
した図
【図２】従来の液晶表示素子の駆動電圧の一例を示す波形図
【図３】従来の液晶表示素子の駆動電圧の一例を示す波形図
【図４】本発明による液晶表示素子の駆動方法の実施例１による駆動電圧の一例
【図５】本発明による液晶表示素子の駆動方法の実施例２による駆動電圧の一例
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　複数のマトリクス状に配置される画素電極によってなる表示領域を有する第一電極基板
と、該第一電極基板に対向する透明導電膜からなる対向電極を有する第二電極基板とを備
え、前記第一電極基板と前記第二電極基板の間に液晶を封入して形成される液晶表示素子
の駆動方法において、全画素にデータ信号の電圧値が一画面分書き込まれた後に、対向電
極及びデータ信号線の電位が等しくなるように電位を変化させる事を特徴とする液晶表示
素子の駆動方法とする。
【実施例１】
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【００１７】
　図４は本発明による液晶表示素子の駆動方法の実施例１による駆動電圧の一例を示す波
形図であり、対向電極の電位が基準電位Vcomとして不変である場合の液晶表示素子の駆動
方法において、対向電極とデータ信号線の電位が等しくなるよう変化させる駆動方法の電
圧波形である。対向電極の電位はVcomとして一定であるから、対向電極に合わせてデータ
信号線の電位を低下または上昇させる。
【００１８】
　これにより、データ信号線・対向電極間での電流リークを抑制することができ、従来の
構成に対して消費電力を少なくすることが出来る。
【実施例２】
【００１９】
　図５は本発明による液晶表示素子の駆動方法の実施例２よる駆動電圧の一例を示す波形
図であり、対向電極の電位が反転する液晶表示素子の駆動方法において、対向電極とデー
タ信号線の電位が両者の振幅の最小電圧と等しくなるように変化する場合の電圧波形であ
る。書き込み期間の終了と共に対向電極及びデータ信号線の電位を最小電位に向けて低下
させる。
【００２０】
　このとき、実施例１と同様にデータ信号線・対向電極間での電流リークを抑制すること
ができる他、対向電極と画素電極間の電位差がゼロとなる為、液晶層でのリークも抑制す
ることが可能となる。これにより、液晶表示素子の消費電力を大幅に小さくする事ができ
る。
【符号の説明】
【００２１】
１　　ゲート電極線
２　　データ信号線
３　　ゲート電極
４　　対向電極
５　　液晶
６　　画素電極
７　　蓄積容量
８　　データ信号電極
９　　ドレイン電極
１０　スイッチング素子
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